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本研究の意義

　釧路沖地震で は様々 な被害が発生し、多くの研究者が地震被害調査を行なっ ている。本研究 もその 環
ではあるが 、 図書館 ・美術館をその調査の 対象 として い る 。 過去の地震被害調査では図書館 ・美術館を対

象としたもの は関東大震災の被害調査にお い て見られるのみであ り、 その 礒かの地震調萱におい て見るこ

とはない ．通常で は地震の後に自治休がと りまとめる被害の 総括表にお い て 、 文化財関連被害として被害

金額のみが示されて い る 。

　図書館、文書館、美術館 、 博物館を文化財保存施設 と称するが、地震がそれら施設に 与える影響は、建

築物として の被害よ りもそ こ に収集、保存されてい る図書や文書、 絵画や彫刻品また工芸品に与える被害

は、それ らが代替品のない 文化財であるほどに重要な意味を持っ て くる。 と ころが 、 地震被害調査を行な

う防災専門家は文化財傑存施設の 被害までは目が届かず 、 また文化財保存施設の 担当者も防災に っ い ては

分野外であるために相互の交流も乏 しく、 文化財保存施設の防災対策は両者の谷間に落ち込んで い るのが

現状である b

　地震に よる文化財保存施設の地震被害の把握は文化財の防災対策を考え る うえでの最も基本的な第一歩

であるが s 国内の地震による文化財保存施設の地震被害の は じめて の 調査研究として こ こ に報告する 。

本研究の概要

　釧路沖地震の文化財保存施設の被害調査と して 、 釧路市立図書館 、 帯広畜産大学付属図書館、 釧駱市立

博物館、北海道立帯広美術館の地震被害を調査した．

　図書館では著し い図書が書架か ら落下 して いる。幸い に も火災被害や水害は生 じなか っ たために 、 図書

自体の被害は製本の破損程度で納まっ ている 。 地震発生時刻が午後八時であ り、閉館時刻で あ っ たため に

在館者 も職員も不在であ っ たため 、 固定が不十分な書架の転倒やオーデ ィ 才機器等の落下が多く見 られた

に も関わ らず人的被害が無か っ た ことは幸いで あっ た。

　美術館ではプ リン トワ
ーク （版画等｝主体で あ っ たため、かな りの落下は見られたが美術品 自体の被害

は多くはなか っ た 。 また博物館ではス ペ ース上の理由等か ら 、 殆どの展示品が固定されていたために地震

被害は数点を除い て発生して い ない 。 併設されて い る埋蔵文化財調査セン ターが保有して いる縄文時代の

士器は多数転倒及び落下 して被害を受けた 。

　それぞれの施設の 防災対策は事前対策 として の 転倒 ・落下防 1ヒ策は十分で はなく、また被災後の処置に

関する事前の 計画等も策定されて い る と こ ろは無か っ た 。

　この地震被害の教訓をそれぞれの施設だけの もの とせずに 、 他の文化財保存施設の人々 にも共有の教訓

として行 くこ とが望まれ る 。
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釧路沖地震に よる図書館 ・ 博物館の被害

はじめに

　1993年 1月15日2塒 6分に発生した釧路沖弛震

による釧路市及び帯広市の図書館や葵痢館 、 博物

館等の被啓に つ いて述べ る 。 調査を行なっ たのは

釧路市立図書館 、 釧路市立博物館 、 北海道立帯広

美術嵐 帯広畜産大学図書館の 4施設である 。 何

れの館も災害後に もかかわらず （災害調査は常に

そうであるが） 、 我 々 の ために時簡を割いて くだ

さ っ たことに感謝する次第である 。

　これらの館はいずれも来館咎を受け入れる施設

で ある 。 共通 して幸い で あ っ たことは地震発生の

日時、時刻が開館時間で はなか っ た こ とである 。

以下に述べ る被害は 、 もし来館者がある状況で発

生したならば 、 人的被齊に つ いて はよ り重大な事

態を引き起こして いた可能性もある と思われる も

のが多い ． 順次それぞれの施設の被害の状況を述

べ て い こ う。

1 ．釧路市立図書館

　釧路市立図書館で は荒田悦郎館長にご案内頂い

た 。 東宮殿下 〔大正天皇）行啓の際の宿舎として

建築された公会堂を明治45年に 「釧路教育会付属

図嚼館』 と して開館したのが釦脇市立図書館の始

まりで ある 。 現在の建物は RC 造地上 4 階地下 1

階で 昭和47年に旧市役所跡地に 建築された 。 閲覧

室 、 書庫、 事務室の他に美術展示室、児童室、視

聴覚ホール、視聴覚室 、 図書館バスの ための準備

室等が設置されてい る。釧路市弊舞町にある市立

図書館は 、 1日釧路川の弊舞橋の南、丘陵地の端部

で傾斜地の上部に位置してお り、 近 くには医師会

病院、 北海道開発庁、また鯛路沖地震の最大加速

度が記録された気象庁等がある 。

1．1　 施設の被害

　建物被害としては外壁の亀裂、 外壁タイル の亀

裂がか なり見 られるが構造部材の被害は見られな

い。 3階の閨覧室、4 階の事務室、視聰覚ホー
ル

　　　　　　　　 都市防災研究所 射 ll雄二郎

の パ ーテ ィ シ H ンや 天井 、 温風通風口等はかなり

の被害が生じて い る。

1．2　 閲攬室の被害

　地震に よっ て多数の図魯が霤架から落下した。

全蔵書数 227．332冊 ｛分室である コ ア鳥取の蔵書

数を除き、 図書館バ スの蔵雷数を含む、平成4年

3 月末現在）の うち 8割、 18万冊が落下した。閲

覧室にある書架は」郡 を速結した書架が多く、 そ

れらは傾斜もなく図書の落下のみであっ たが、単

独に置いて あ っ た 5つ の書架が 同一方向に将棋倒

しの様に転團した 。 カウン ター
に置い てあっ た貸

出カー ドは幸い に床に落下する こ ともなく無事で

あ っ た。またマイクロ フィ ル ム 及びマイクロ リー

ダーは転圜するこ ともなく、無事であっ た。

1．3　 書原の 被害

　書虜は図轡館の 3階の床を抜い て 2 フロ アーの

高さに鉄骨フレームで 4 層に作 られている．書庫

自体は被害を受けなかっ たが 、 書庫における図書

の落下は上層になるぼ ど著しい 傾向が見られたと

の こ とである． 図雹以外には鉚路新閃 （明治 34tit

以来の新聞その もので年ごとに綴じてある）があ

る。これ らは書架か らの落下に もかかわらず 、 ほ

とん ど製本され ていたために 、 特に問題は生じて

いない 。

L4 　 視聴覚室の被害

　視聴覚室 はオーデ ィオ機器やレ コード等が狭い

部屋に置かれ 、 特に操作室は幅 1間程の細長い空

間の 壁に天井までの レ コ ー ド棚設置されて い た 。

地震によ り棚及び レ コー ドが転倒及び落下してお

り地震発生時刻には職員は不在で あっ たが 、 もし

勤務中であれば避鐙も困難であ っ たと思われる。

L5 　 事務室の被害

　所畏室、 麻務室、 会議室を分けるパーテ ィ シ ョ

ンの天井部分が震動によ っ てはずれ 、 また天井板

及び温風通風口自体が落下して い る 。 勤務時間中

で なか う たこ とが額聴覚室 と同様幸い して い る．
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L6 その他の解 tt
・
　 町

　 図番館にとっ て危機r 髪の出来事が発生して い

る ． それは階段室の屋上部分に設置してい た 5 ト

ン水槽の取付けパ才プが水檜の下部で破断し、水

槽の水が屋上から階段室を通 っ て地下階まで流れ

落ちたこ とである 。 幸い なことに階段部分を流れ

落ちたため、閲覧室 、 轡揮等S：tt浸水せずに済 ん

だ 。

1．7　 地震後の対応

　 地震発生は 1別 5日20時6分であっ たが 、 21時
3吩 に は館長以下 、 男性職員 9名が揃っ て被害状

況の確認を行な っ た 。 また市役所の関連部局の職

員が応援に駆け付けて館内の片付けにあた っ た 。

　 こ の地震による図書の被害は図欝が落下 したこ

とが主であ っ た 。 落下に よ っ て製本が痛ん だ図書

も数は不明で あるが生じた 。 しか しながら水榴の

水漏れにもよらず図書へ の漫水被害はなかっ たし

出火もなか っ た の で焼損被害もない亡とは幸い で

あ っ た 。

　 地震後の対応としては落下図書を配架し直すこ

とと傷んだ製本の修補が主な事項となる 。 闘架部
’
分の配架は職員， ボランティアにより 1週間で ぼ

ぼ終了した 。 閉架部分の配架は現地調査を行っ た

驚点 で3丹萄めψ地震発生i6sら6週間後）で ほぼ

半分の鯉 が終あっ た状況との こ とであ っ た 。

　地震か ぢi岶 問ば閉館し 1月26圓に開館 した 。

痛んだ図書数は明らかではない が 、 外部の修補に

出す必要は殆ど無 く、 職員によ っ て製本の修補が

行なわれて い た 。

2 ．帯広畜産大学図書館

　帯広畜産大学図轡館では帯広畜産大学会計課の

箱崎一美管財係長と図書館の荒木次絵務係長に ご

案内頂い た 。 帯広畜産大学は昭和 16年4 月に帯広

高等獣医学校として創餒され 、 昭和 24年 5月 31日

付でに帯広農業專門学校を包括して帯広畜産大学

が轂置された 。 現在の付属図書館建物ほ昭和43年

n 月竣工の延床面積1．437mS，　RC2 階建である 。

乞1　 図書の落下

　 1階部分の書庫降は移動式禽架がおかれて い る

が、 電動スイッチの故陣で騰 には作動しなく

なっ た 。 帯広にはその修理を行なう業者がないの

で 2 月になっ てから札親から桑者が修理に来た 。

　 2階は通常の書架であるが 、 ブ レーシング 〔斜

めの駮 い⊃があり、 鰈 の螂 が櫃 鵬 陪さ
”
れている ． その ために書架の傾斜 ・転倒は生じて

いないが、 多数の図書が落下した 。 壁沿いに設置

されてお り、 壁に固定されていなか っ た 4 つ の書

架は地震によう て倒れた 。

2．2　 地震後の対応

　　138，000冊の蔵書の うちの大部分は落下した。

1月20日に ほ授槃が開始されるため 、 落下した図

書の 再配架は授粟開始に間にあうように戯員10人

で努力した 。 再配架の方法としては、床に積み重

ねてから番架に戻す方式 ｛田 功艸 地震のサ刀ランシ

スコ公立図膚館 、 釧路市立図轡館等）で はなく、 書

架の問に落下した図書を左右いずれかの書架弓こ戻

しておいて、その後噸序に並べ直す手頬を取っ て

いる 。 落下した図書を両協の書架に入れるの に 1

日間、 それらを番号順に並びかえる作業に 3 日間

かか っ てい る。 製本が外れた図書は ビニ
ー

ルを張

っ て修理したとの ことである 。

2．3　 その他の被害

　学内で火災が発生し実験室が
・f室焼椴害した 。

消火によっ て濡義た図書が 40 冊程度図雷館に持
’
ち込まれたが 、 図霄館で は新聞紙を頁に挟んで乾

燥するよ うに指示している ．

3 ．蜘路市立博物館

　釧路市立樽物館では館長であり埋蔵文化財觀査

セン タ；・・■所畏を兼務されて い る小笠原立雄町館畏

と椿本正雄副館長補佐にご案内頂いた。昭和11年

に創立された釧路市立郷土博物館は昭和 5曄 に鋼

路市立博物館として新館を建設して発足 した 。 埋

蔵文化財調査セ ン ターも併設されている 。 博物館

は釧路市春湖台め高台の上にあ り、 地下 1階地上

4 階建の RC 造で ある。展示室、収蔵嵐、研究

室 、 図書室 、 会議室、 機械室、管理部局等が設置

されでいる 。
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3．　1　 施設の被害

　博物館は岩盤 上に建設されて お り、 楙造的な被

害は発生していない 。 設備被害は防煙ガ ラスの落

下、照明罌具 1個落下のみ で あっ た。

3．2　 展示物の 被害

　展示に鉄骨プレ” ムに展示物を固定する方法を

採っ ているために震動に よる落下は殆ど見られな

い 。

　展示台の上に置かれた土器等の落下、損傷が見

られた。 またその他、震動1 よ っ て損傷した もの

と して明治期の発電機の
一部が破断した事例 、

1mS大の石炭塊が二分された事例がある。 また一

階正面t 展示されて い る マ ン モ ス骨格の台座部分

のガ ラス が割れて い る。

3．　3　 埋蔵文化財鷸渣 セ ン ター
の被害

　埋蔵文化財調査セン ターの収蔵展示室では展示

ケースの大きなガラスが割れ、 展示土器が多数転

倒 ・落下した 。 北海道新es　1 月16日付けによれ

ば、
「展示されてい た縄文初期の土器70点の うち

7割が こなごなに割れた」 との こ とである 。

　セン ター
の収蔵嘩1ま見学する機会を得なか っ た

が 、博物館長 （センター長を兼務）によれば、か なり

の被害であ っ たとい う。

3．・4　 復旧

　地震の当日には館内の被害チ ェ ッ クを行ない 、

翌 日に被害状況等の 写真撮影及 び記録を行な っ

た e

　 この 博物館では殆どの展示品が固定されて いた

ため、被害は図書館に比べ 非常に少なか っ た。展

示スペ ー
スの有効利用を図るため壁面を利用した

展示が行なわれ 、 ほとん どの展示品が固定されて

いた 。

’
この ことが結果 として地震に対する最も有

効な対策とな っ ていた 。 以上の事例か ら博物館で

は展示物を固定 しておくこ とが地震対策として 最

も有効である こ とがわか っ た 。

4．北海道立帯広美術館　　　　　．

北海道立帯広美術館では室田浩志館長と田中誠

副館長にご挨拶をし 、 寺鵡弘道学芸課 畏と木村淳
一 管理課長に ご案内頂いた 。 北海道立帯広美術館

は平成 3年 9 月に開館した美術館で 、 近代版画を

中心としたプリン トアートを収集している ． 同美

術館は帯広市緑区にあるが、緑区は市内では被轡

が比較的多く発生した地域であり、近くにある墓

地で は墓石の転国等がかな り見られている 。

4．・1　 施設の被害

　建物は 1991年 3 月に竣工したRC 造 1階建のガ

ラス を多く用い た建築である 。 延床面積は 3， 529

mZで 、主展示室 、 1m 展示室、 収蔵嘩、 ホール 、

管理部局、 機械室等がある。 地震によりタ僅 に 2

00箇所を越す ヒビが生じているが 、 構造的な被害

は見られず 、 またガラス破損も起きていない 。 非

構造郎材の被害は唯
一

、 天井di・一一ドが天井か ら降

りてい る消火ノズル とぷ っ か り合っ て 、 ノズル周

辺のボー ドが丸く削られてい た。

4。2　 展示室の被害

　 常設震示室に は戦後のポスターカ倔示されてい

た 。 震動により額縁ごと落下したものが多い ． ボ

ス ター
の展示では 、 壁に密着させて垂直に展示す

るの が」
般で あるために 、 額縁を2本の釘に掛け

る状態で壁に設置するために落ちやすいと考えら

れる ．

　主展示室で ttKeneth　Tyler〔米国人の版画家）

に よる立体ポスター展が開かれて い たが 、 それら

のい くつ かが落下した。壁へ の留め金の フ ッ ク部

分が破損 したため作品がケース ごと落下した事例

も見られた。 幸い に作品自体の損傷は見られなか

っ たが 、 ケー
ス の隅角部分が割れ 、 修理を行なう

必要が生じた 。 また天井か壁の止部か ら吊下げて

展示する方式の場合では 、 吊下げ針金が衝撃によ

り断線して落下する事例も起きている。 　展示塞

へ 差し込む光を遮断するために作られた遮光板も

落下 した 。 これはキャ ス ターの付いた2 つ の支柱

の上部に大きな遼光板を落し込む構造になっ てい

る 。 支柱の高さは3m程度である。遮光板自体は縦
1臥 横3臥 厚さ 5瓠 の かな り重壁のある木板であ

る ．左右の支柱が地震によ っ て別々に動い たた

め、遮光板は支えを失っ て落下した。 この遮諾板

は展示室の出入囗 に置かれて い る 。 従う てその下

を人が通行するもの である。 それだけ に 、開館時
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閥帯に地震が発生したならば人的被害を及ぼす恐

れの非常に高い もので あっ た ． 公共建物では人命

の 安全確保を常に心がけておく必要がある 。

　展示室に置かれて い る可動式パネル （高さ3m、

幅2．　4ta、 厚さ70Ctn）も転倒こそ していないが 、 か

な りの範囲を動きまわ っ た痕跡が床に見 られた。

また作品ではないが 、 ピンスポ ッ トラン プも落下

した 。

4．3　 収蔵庫の被害

　収蔵固の被害で は 、 絵画収納ラ ッ ク （絵画が吊

下げられて収納されてお り、引き出せる方式とな

っ てい る もの 、 それぞれにゴム製のス トッ パ ーが

つ い てい る）の ス トッ パーがはずれ 、 絵画が出て

きて しまっ たところに 、 壁に立ててあ っ た絵画が

倒れて 、 キャ ンパ スが破れた 。 ス トッ パーは金属

榛の先端にゴ ムが付いたもので 、 ドアの開閉止め

と同様に ゴム の摩擦抵抗で移動を防止するもので

ある。これが震動によっ て浮き上が り、 機能しな

くな っ たと考えられる 。 さらに ラ 甥クの臨に別の

絵画が壁に立て掛け られて いた こ とと合せ て 、 被

害が発生した。

　 もう 1 つ の被害tt木彫の転倒被害である 。 これ

は十勝沖地震で転倒したため 、 その経験から台に

固定してあっ たが 、 今度の地震で台ごと倒れ 、 台

のすぐ上の部分が折損したものである 。 台は木製

の箱であ り、 結果と して重心がかな り上に会 っ た

ために倒れたもの と思われる．現在修理中で ある

が 、2 度の地震で被害を受けた経験者とい うこと

になる。また屋外の モ ニ ェ メン ト広場には高さ3．

72mの彫刻 ⊂ブル ーデル作｝がある。10圃 か ら15

面程の地盤沈下を起こ しているよ うであ っ た。

4．4　 地震後の対応

　地震後に学芸課艮が課鼠に現状保褥 と写真撮影

の指示を出して い るが、一部片付けられたもの も

あ っ た。

5 ．釧路沖地震から学ぶこ と

　釧路沖地震に よ る 図書館、博物館 、 美術館の被

害を見て きたが 、 図書館におい て著 しい数の図番

の落下が見 られた 。 しか し図書自体の被害とい う

面では、図啓の水損も焼損も殆ど発生して い ない

こ とは幸い であ っ た 。

　図書館に限らず他で も指摘されたことは、 地震

同の方向に対して直角に置かれた書架の転倒及び

図書の落下が著しい とい う指摘である 。 この地方

の地震は十勝沖地震で も同様であるが 、 震源との

関係で南北の揺れが東西方向の揺れよ りも卓越す

る 。 こ のような地域特性を持つ場合には書架の向

きを考慮 して設置する寧とも有効な対応策となろ
’

う。

　博物館では展示物が固定されてい たために落下

被害は幸いに少なくて済んだが、埋蔵文化財謹

セ ンターにおける出土土器は転倒。落下被害が多

数生じている 。 美術館はおもにポス ター、版画薄

のプリン トワークが主体で あ っ たために、額縁ご

と落下する被害隠生じているものの 、 作品自体へ

の 被害は少なか っ た 。 収蔵匳における移動可能な

収納システムは震動によっ て ス トヅ バーが外れた

場台に動き出す恐れがあることが明らかになり、

今後の注意を必要としよう 。

　はじめに も指摘したよ うに地震発生が20時6 分

であっ たので 、 い ずれの館も開館しておらず又職

員もい ない 状況であ う た 。 幸いにも火災
・水害と

い っ た地震被害を拡大させる 2 次災害が生じなか

っ たため に、人的被害がこれらの施設では全 く生

じて い な い 。 図番館における事務室等の被齊．視

聴覚室に おける狭い空間での オーディ才機器の落

下 、 美術館における遮光板の落下、キ ャ スター付

きの展示ボー ドの移動など、来館者や職員へ の人

的被害が予想される事態がかなり生じて い る こ と

に注意を払わなければならない 。

　 災害後の措置にっ い て は各館とも、 貴任省が現

状保存 、 写真による被害状況の記録等を行なっ た

こ とが明 らかに なっ た 。 しかしそれ らの手順を事

前にまとめ、戯員が周知徹底して いるか どうかに

つ い て は 、 い ずれの施設においても何らの準備が

なされてい なかっ た。各館の防災計画は消防諦画

の域を出ず 、 文化財を保存するという博物館L 美

術館また図書館の特殊性を考慮した災害直後の対

応手噸、 復旧にあたっ ての手順等は是非必要なご
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とと考 えられる 。

　日本は何れの地域も地震被害を受ける恐れのあ

る こ とを考えるな らば 、 釧路沖地震によっ て被害

を受けたこれ らの施設の経験と苦労は決して人ご

とではないはずである 。

　これをお読みになっ て い る図宿館 、 公文雷館、

博物館、 美術館 、 資料館とい っ た施設、これ らの

施設を総括して文化財保存施般と言わせて い ただ

くとして 、それ らの施設の方々 は、ご自分の施設

が地震災害を受けた場台にどうなるの かを考えて

写莫 1　書架か らの図書の 落下

　　　　 鋼路市立図番館撮影

い ただ きたい 。

　震動によっ て転倒や落下するもの はないのか 、

地震に よっ て火災や水害が起きないか 、 起きたら

どうなるか とい っ たこと、 また地震陵に措置すべ

き事項はなにか、誰が何を行なうのか、そのため

の事前の準備はなされて い るのかとい っ たこ とで

ある。これらを総台的に含んだ計画力嘶 ヒ財保存

施設の防災計画の姿である ことをあらためて認識

して い ただきたい と思う。

写真 2　倒れか か っ た眷架

　　　　釧践市立図霤館撮影

写真3 　審架か らの新聞の落下

　　　　 釧路市立図書館撮影

写真4　落下によ り痛んだ図書

　　　　 釧路市立図密館 簸者撮影
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騏 5　倒れかか っ た鬟傑

　　　　帯広畜産大学付属図嚼館撮影

写真 7　縄文土器の展示

　　　　釦脇市蠍 イ匕財調査センター

写真 9　絵画収納ラ ッ ク

　　　　　 道立帯広美術館tw7V，卜

写真 6　落下図書の 書架へ の配架

　　　　帯広畜産大学付属図書館撮影

写真 8　遮光板の支柱

　　　　遵立帯広美術館 筆者撮影

写真 10 絵画収納ラ ッ クの ス トッ パー

　　　 道立帯広美術館 筆者撮影
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